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	10
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	21
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	松崎　文好
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４．欠席委員　　　赤﨑　重雄
５．議事に参与した者

　　事務局長　　　川内　　進　  事務局次長　　山下　文次
　笠利分室長　　中尾　豊和　　
住用分室長　　納　　保敏　　住用分室主幹　用稲　工巳　
６．報告事項

　　 ・５月定例総会日程について

７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第25号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第26号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第27号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第28号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第29号　住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２１人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２６年第４回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は赤﨑　重雄委員）
それでは、議事日程に入ります。
日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に１４番中村秀明委員と１５番 松元修一委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は、日程通知のとおり議案第２５号から議案第２９号までの５件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は、１日と決定いたしました。
本日の議案日程は、あらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第3

議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請について、の№８から№１１までを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（川内局長）
（事務局の朗読及び説明）　

№８につきましては、売買によります所有権移転でございます。３ページにありますように受人は、サトウキビ３６アールを栽培しており、規模拡大のためと判断いたします。

№９につきましては、贈与によります所有権移転でございます。２，０００㎡に満たないため、議案第２９号の農業経営基盤強化促進法によります№３で利用権設定を１，７４５㎡しております。新規就農のため営農計画書も添付されております。タンカンの栽培を計画しております。
№１０につきましては、贈与によります所有権移転でございます。１９ページにありますように受人は、野菜７．５アール、タンカン３５アール、スモモ１６．８アールを栽培しており、規模拡大のためと判断いたします。

№１１につきましては、売買によります所有権移転でございます。２４ページにありますように受人は、野菜５アール、果樹園５アールを栽培しております。規模拡大のためと判断いたします。

以上４件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
おります。

(前山会長）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。順次、譲受人、譲渡人及び土地の順に報告をお願いします。
　№８の譲受人について、喜野委員

（喜野委員）

　議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請について、№８についての調査報告をいたします。９日の午前１１時３０分頃受人の職場で本人と面談いたしました。取得後はサトウキビの生産を予定しております。申請書の記載内容に相違のないことを確認いたしました。なお、「第２項１号、第２項第４号、第２項第７号」は、別紙のとおりですので報告いたします。以上です。

（前山会長）

譲渡人について、行委員
（行委員）

　農地法第３条の規定による許可申請について事前調査報告をいたします。議案番号№８の所有権移転について、４月１６日午後２時３０分に渡人で奄美市の担当者と直接面談いたしました。地番、地目、面積等、対価等に間違いないことを確認いたしましたことをご報告いたします。以上です。
（前山会長）

　現地について、志岐委員

（志岐委員）

　議案第２５号№８の土地について調査報告いたします。４月１１日１４時頃に志岐と事務局から事務局長・次長の３人で現地へ入って調査をいたしましたが異常ありませんでした。皆様のご審議をよろしくお願いいたします。
（前山会長）
　続いて№９を與島委員
（與島委員）
　農地法第３条の規定による許可申請について、調査いたしましたので報告いたします。４月９日午前９時から用稲主幹、志岐委員、松元委員、私の４名で現地の調査いたしました。現地はそちらにもありますように見里地区の三太郎トンネルの２００メートル手前を右に農道を入ったところです。この受人と渡人は夫婦ですけれども渡人が病弱なために受人に譲渡するということであります。以前は野菜等を色々作っていたのを確認していますが、渡人が病弱になりましてからは今ちょっと荒れている状態です。ここでまた農業をするそうです。二人に電話確認したのですが、間違いないのでよろしくということです。現地の周りは石垣を積んで境界もはっきりしていますし、一面は農道が通っており、その後ろも農道ですので隣との境界もはっきりしております。以上で終わります。
（前山会長）
　続いて№１０を山田委員
（山田委員）

　議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請№１０について、譲渡人、譲受人、土地について調査をいたしましたので報告いたします。譲受人の妻が譲渡人の妹でありますので調査いたしました。１１日の１０時頃に譲受人宅に訪問しましたら現在花木等を栽培して頑張っているようで夫婦で盆栽の手入れをしておりました。土地については２２ページを見ていただいたら判りますが、９１９番３が２年前に申請した土地で、その後ろの畑とあるのが今度申請した土地です。その前は畑で現在藪になっています。なお、「農地法第３条第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」は、別紙のとおりですので報告いたします。審査よろしくお願いします。
（前山会長）
　№１１の譲受人について、松元委員

（松元委員）
　農地法第３条の規定による許可申請の№１１について、調査報告いたします。４月１１日午前９時に現地で譲受人より聞き取り調査をいたしました。年齢・病気・名瀬よりの通勤農業などの理由で手放したいという話があり買い受けたそうです。土地について報告いたします。現地は西中間集落より旧特老へ行く稲袋橋を渡った所で、周りは防風垣で囲まれ８年から１２，３年生のタンカン・ポンカンが４０本ほど植えられていました。なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２号第７号」については、別紙のとおりでありますので報告いたします。
（前山会長）
　続いて譲渡人について、行委員

（行委員）

　議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請について、事前調査報告いたします。議案番号№１１所有権移転について、４月１６日午後５時３０分に渡人の自宅で直接面談いたしました。渡人は農地を管理する体力がないので、友人である受人に売買するとのことでした。地番、地目、面積等申請書に間違いないことを確認しましたことをご報告いたします。以上です。
（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　№８については、協議会に移して説明してもらいたいと思います。

　協議会に移します。

　

（前山会長）

　正会に返します。№８について質疑ございませんか。
（「なし」の声あり）

№９については、下限面積に達しませんが、次の案件で下限面積を満たすと言うことです。質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

№１０これは贈与ですが、ございませんか。
（「なし」の声あり)

№１１これは売買ですね。質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

　議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請について、の№８から№１１までは担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請について、の№８から№１１までは審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

続きまして、議案第２５号№１２につきましては、喜野委員に関連する事案が含まれておりますので、喜野委員につきましては、農業委員会法第２４条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。なお、議案終了後に入室、着席していただきます。
（喜野委員退席）
（前山会長）

　それでは、議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請について、の№１２を議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。

（川内局長）

（事務局の朗読及び説明）

　№１２につきましては、売買によります所有権の移転でございます。３１ページにもありますように、受人は現在バナナ２５アール、野菜１５アールを栽培していますが、購入地にはスモモを植える予定です。規模拡大のためと判断いたします。農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たしていると考えます。
（前山会長）
本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
　屋島委員
（屋島委員）

　議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請についてご報告いたします。４月１０日午前１０時過ぎに渡人宅で受人と双方に聞き取り調査をいたしました。受人は購入する土地の向かいで野菜栽培をしており、規模拡大で土地を探していたところ売買の話があり、購入することにしたと言うことでした。申請書のとおり１，４９２平方メートルの土地を２２０万円で売買に間違いはないと言うことでした。申請の土地にはスモモ４０本、ポンカン５本ほど植えられておりました。「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」は、別紙のとおりでありますのでご報告いたします。
　それでは、これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

　ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。

　農地法第３条の規定による許可申請について、の№１２は、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。
　よって、議案第２５号農地法第３条の規定による許可申請について、の№１２は、審議の結果これを認めることに決定いたしました。

　喜野委員、着席をお願いします。

（喜野委員着席）

日程第４

　議案第２６号農地法第４条の規定による許可申請について、を議題といたします。
　事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）

(事務局の朗読及び農地区分の報告)
№３につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。申請地は土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断いたします。以上１件でございます。
（前山会長）　　
本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
　喜野委員

（喜野委員）
　議案第２６号農地法第４条に係る現地調査について報告を行います。４月１５日午前９時に申請地を確認しました。申請地は住宅街の中にあり近隣に耕作中の畑はないため、他の農地への影響はないものと考えられます。４月１５日午前９時３０分に申請人と自宅で面談いたしました。現在、住宅を保有しておりますが老朽化が著しく本申請地に住宅の新築を予定しております。その他申請書の記載内容に相違のないことを確認いたしました。以上です。
（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんでしょうか。申請地は有仲都市計画区域内と言うことです。質疑ございませんか。
（「なし」の声あり）

　質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

　お諮りいたします。

　議案第２６号農地法第４条の規定による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。
　よって、議案第２６号農地法第４条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認め、県農業会議に諮問することに決定いたしました。

日程第５

　議案第２７号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたします。事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）
（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№８につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。申請地は住用町見里地区集落内にある農用地区域外の生産性の低い農地であるため第２種農地と判断されます。なお、隣接する１７０番３の土地につきましては、先程の３条申請の№９であります。

№９につきましては、平成１１年に中古車販売店を開業し、現在も営業しております。申請地は朝戸トンネルを朝戸集落側へ抜けた所にあり始末書も添付されております。申請地は国道が通り農用地区域外の生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断されます。以上２件でございます。
（前山会長）
　それでは、本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
　與島委員

（與島委員）
　農地法第５条の申請について調査意見の報告をいたします。４月９日午前９時より住用支所の用稲主幹、志岐委員、松元委員、私の４名で調査をいたしました。現地は冒頭３条で出てきました土地の隣接地であります。５００平方メートルを転用して家を建てたいと言うことです。昨夜受人に電話して確認しましたら間違いありませんと言うことで、農業委員会に申請していますのでよろしくお願いしますとのことです。許可有り次第６月頃には着工したいと言うことでありました。隣接の農地には迷惑がかからないように石垣等が積まれておりますので問題はないものと思います。以上です。
（前山会長）
　土地について、志岐委員

（志岐委員）

　今與島委員から詳しく説明がありましたが、内容としては全く一緒でございます。皆で詳しく調査いたしましたが、隣接地にも一切迷惑はかけておりません。以上ですので皆様のご審議をよろしくお願いいたします。
（前山会長）

　松元委員

（松元委員）

　農地法第５条№８の土地について調査報告いたします。４月９日午前９時に與島委員、志岐委員、私と住用支所の用稲主幹の４名で調査をしました。場所はトンネルの近くなのですが、見里集落の奥の方で、近頃何軒か家が建ち、また、国道のそばでもあります。建物の事前着工はされておりませんが、建物が建てられても良いような土が何年か前に入れられ雑草が生えていました。以上です。
（前山会長）

　№９について、喜野委員
（喜野委員）
　議案第２７号№９、農地法第５条に係る調査報告いたします。４月１５日午前１１時に借人の会社事務所で面談いたしました。現在既に申請地で営業を行っており、今回の申請は事後申請になります。その経緯としましては、申請人が農地法第５条による転用申請が必要との認識がなく、現在まで営業を続けておりました。ここに始末書を添付し改めて転用申請を行うものであります。その他申請書の記載内容に相違のないことを確認いたしました。以上です。
（前山会長）
　譲渡人と土地について、志岐委員

（志岐委員）
　№９について報告いたします。現地は朝戸トンネルを国道に沿って瀬戸内の方に向かうと２００メートル程行くと中古車販売がありますが、そちらの場所になります。４月１１日午後１時３０分に事務局から局長、次長と私で農地の調査をいたしましたが全く異常はありませんでした。ついでに貸人宅を私が知っていましたので確認のため伺いましたところ、留守で何度呼んでも応答がありませんでしたので、帰りかけに畑に寄りましたところ本人がいらっしゃいまして確認したところ、間違いありませんと言うことでしたのでご報告申し上げます。以上です。
（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。５条申請№８について質疑ございませんか。

　吉委員
（吉委員）
　４３ページの下から２段目に書いてあります別紙被害防除計画書のとおりとありますが、被害防除計画書が添付されておりませんが、添付しないといけないのではないですか。
（前山会長）
　事務局

（山下次長）
　被害防除計画書と誓約書は原本の方には本人から提出され付いていますので、事務局の方で確認をしております。今までこちらの判断で個人情報等については除外していたのですが、被害防除については、次回からは委員の皆様の資料には付けるようにしたいと思います。以上です。
（前山会長）
　№９について、質疑ございませんか。

松元委員

（松元委員）

土地についての調査報告で異常なかったと言うことですが、どの様に異常なかったのですか。状況はどうであったのでしょうか。

（志岐委員）
資料の５３ページに詳しく見取図がありますが、これは国道から見た配置図で、工場、事務所、倉庫があり、車２０台展示され、残りは少し雑草が生えている状態です。こちらを３名で調査いたしました。面積等は５３ページに詳しく書いてありますのでご覧下さい。前の方に国道５８号線が通っています。以上です。
（山下次長）
　事務局より補足説明いたします。この№９につきましては、先程よりありますように、平成１１年から農地を無断で転用している土地であります。本人達も農地を中古車展示場にする時に農地法第５条申請をしなくてはならないという認識がなくて、それを今回出さなければ違法になると言うことでの申請です。現状としましては既に平成１１年から中古車販売所として使っており、５３ページにありますような形でしております。始末書も取ってあります。本人もこういった農地法が判らなかったと言うことで申し訳ないと言うことを申しておりました。以上です。
（吉委員）

　これは３０年間の賃貸借契約が交わされているようですが、事務局の方で確認されているのでしょうか。

（山下次長）
　こちらで賃貸借契約書の原本を取っております。契約書はお互いの契約になりますので，こちらで確認して添付はしておりません。以上です。

（吉委員）
　こういう場合、始末書だけで済まされるのですか。

（前山会長）
　協議会に移します。

（前山会長）

　正会に返します。
　ほかに質疑はございませんか。
(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第２７号農地法第５条による許可申請については担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第２７号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。

　暫時休憩いたします。

　

（前山会長）

　休憩前に引き続き再開いたします。

日程第６
議案第２８号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

　（事務局の朗読及び説明）
　内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２８号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定ついては、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２８号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第７
　議案第２９号住用地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（住用分室　用稲主幹）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑に入ります。質疑ございませんか。
　吉委員

（吉委員）

　先程の名瀬の場合もそうですが、年齢がかなりいっているのですが大丈夫でしょか。

（前山会長）

　年齢については、本人が頑張ると言えば本人の意思次第ですので大丈夫だと思われます。

（志岐委員）

　賃借料の相場はいくらくらいでしょうか。

（用稲主幹）
　これは、反当たり年間５，０００円です。

（前山会長）

　ほかに質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２９号住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。
　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２９号住用地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移します。

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
平成２６年　４月１７日
奄美市農業委員会
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